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(57)【要約】
【課題】　　液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】　第１配向膜を有する薄膜トランジスタ表
示板と、第２配向膜を有し、前記薄膜トランジスタ表示
板に対向する対向表示板と、前記薄膜トランジスタ表示
板と前記対向表示板との間に配設され、液晶分子を含む
液晶層と、を備え、前記第１配向膜によるプレチルト角
と前記第２配向膜によるプレチルト角との差分が約０．
８°以上である液晶表示装置。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１配向膜を有する薄膜トランジスタ表示板と、
第２配向膜を有し、前記薄膜トランジスタ表示板に対向する対向表示板と、
前記薄膜トランジスタ表示板と前記対向表示板との間に配設され、液晶分子を含む液晶層
と、
を備え、
前記第１配向膜によるプレチルト角と前記第２配向膜によるプレチルト角との差分が約０
．８°以上である液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１配向膜と前記第２配向膜は、同じ配向物質から形成されている請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項３】
前記第１配向膜は、第１配向調節層及び第１プレチルト調節層を備え、前記第２配向膜は
、第２配向調節層及び第２プレチルト調節層を備え、
前記第１プレチルト調節層は、液晶分子の薄膜トランジスタ表示板側のプレチルト角を限
定し、前記第２プレチルト調節層は、液晶分子の対向基板層のプレチルト角を限定する請
求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記対向基板側のプレチルト角が前記薄膜トランジスタ基板側のプレチルト角よりも小
さな請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１及び第２配向調節層は、垂直配向物質を含むポリマーを含有し、前記第１及び
第２プレチルト調節層は、リアクティブメソゲンを含むポリマーを含有する請求項３に記
載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記薄膜トランジスタ表示板は、複数の微枝部を有する画素電極をさらに備え、前記第
１及び第２プレチルト調節層のリアクティブメソゲンを含むポリマーは、前記複数の微枝
部の方向に配列されている請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記薄膜トランジスタ表示板及び前記対向表示板を有する曲面表示パネルをさらに備え
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
薄膜トランジスタ表示板及び前記薄膜トランジスタ表示板に対向する対向表示板を製造す
るステップと、
それぞれの表示板に配向物質を塗布するステップと、
それぞれの表示板の配向物質を硬化させて配向膜を形成するステップと、
前記二枚の表示板のうちの一枚の表示板にのみ紫外線を露光するステップと、
液晶層の形成及び前記二枚の表示板の貼り合わせを行うステップと、
貼り合わせられた表示板に対して紫外線電界露光を行うステップと、
を含む液晶表示装置の製造方法。
【請求項９】
　前記薄膜トランジスタ表示板の配向膜によるプレチルト角と、前記対向表示板の配向膜
によるプレチルト角との差分が約０．８°以上である請求項８に記載の液晶表示装置の製
造方法。
【請求項１０】
　前記配向物質を塗布するステップにおいては、リアクティブメソゲンを含む同じ配向物
質をそれぞれの表示板に塗布する請求項９に記載の液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（ＬＣＤ）は、現在最も幅広く用いられているフラットパネル表示装置の
一つであり、電極が形成されている二枚の表示板と、これらの間に挟持されている液晶層
と、を備え、電極に電圧を印加して電界を形成することにより液晶層の液晶分子を再配列
させ、これにより光の透過率を調節して画像を表示する装置である。
【０００３】
　液晶表示装置における液晶層の液晶分子を所望の方向に配列するために配向膜を用いる
。また、液晶層に電界が印加される場合、液晶分子の挙動のための方向を予め決定するた
めに、液晶分子はプレチルト（先傾斜）を有するように配列される。液晶分子のプレチル
トのために、液晶層にリアクティブメソゲン（ｒｅａｃｔｉｖｅ ｍｅｓｏｇｅｎ）を混
合して光重合する方法が知られている。
【０００４】
　最近の液晶表示装置の大型化には目を見張るものがあり、視聴者の没入度及び臨場感を
高めるために、図１に示されているように、曲面（ｃｕｒｖｅｄ）表示パネルが開発され
ている。しかしながら、表示パネルの周縁はシラント（ｓｅａｌａｎｔ）により固定され
ているため、表示パネルが撓むとパネルの中間部分にバックリング（ｂｕｃｋｉｎｇ）が
発生し、これにより表示パネルの二枚の表示板間の整列がずれてしまう。これは、複数の
同じ方向に二枚の表示板に形成されたプレチルトの方向を一部でずらす原因となり、その
結果、画素にテクスチャ（ｔｅｘｔｕｒｅ）のような暗部（ｄａｒｋ ｐｏｒｔｉｏｎ）
が発生して表示品質を低下させる虞がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許明細書7142259号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が目的とする技術的課題は、表示品質に優れた液晶表示装置及びその製造方法を
提供することである。
【０００７】
　また、本発明は、面表示パネルにおいて二枚の表示板間の整列がずれることにより発生
する画質低下を効果的に防ぐことのできる液晶表示装置及びその製造方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
このような課題を解決するために、本発明の実施形態による液晶表示装置は、第１配向膜
を有する薄膜トランジスタ表示板と、第２配向膜を有し、前記薄膜トランジスタ表示板に
対向する対向表示板と、前記薄膜トランジスタ表示板と前記対向表示板との間に配設され
、液晶分子を含む液晶層と、を備える。前記第１配向膜によるプレチルト角と前記第２配
向膜によるプレチルト角との差分が約０．８°以上である。
本発明におけるプレチルトは方向と角度を含み、ここでプレチルトの方向は液晶分子の長
軸の基板面上への投影がゲート線またはデータ線を基準として傾いた角度を意味し、プレ
チルト角は液晶分子の長軸が基板の水平面に対して垂直をなす線を基準として傾いた角度
を意味する。
【０００９】
　前記第１配向膜と前記第２配向膜は、同じ配向物質から形成されていてもよい。
前記第１配向膜は、第１配向調節層及び第１プレチルト調節層を備えていてもよく、前記



(4) JP 2015-26074 A 2015.2.5

10

20

30

40

50

第２配向膜は、第２配向調節層及び第２プレチルト調節層を備えていてもよい。前記第１
プレチルト調節層は、液晶分子の薄膜トランジスタ表示板側のプレチルト角を限定しても
よく、前記第２プレチルト調節層は、液晶分子の対向基板層のプレチルト角を限定しても
よい。
【００１０】
　前記対向基板側のプレチルト角が前記薄膜トランジスタ基板側のプレチルト角よりも小
さくてもよい。
【００１１】
　前記第１及び第２配向調節層は、垂直配向物質を含むポリマーを含有していてもよく、
前記第１及び第２プレチルト調節層は、リアクティブメソゲンを含むポリマーを含有して
いてもよい。
【００１２】
　前記薄膜トランジスタ表示板は、複数の微枝部を有する画素電極をさらに備えていても
よく、前記第１及び第２プレチルト調節層のリアクティブメソゲンを含むポリマーは、前
記複数の微枝部の方向に配列されていてもよい。
【００１３】
　前記液晶表示装置は、前記薄膜トランジスタ表示板及び前記対向表示板を有する曲面表
示パネルをさらに備えていてもよい。
本発明の一側面によれば、液晶表示装置を製造する方法が提供される。前記方法は、薄膜
トランジスタ表示板及び前記薄膜トランジスタ表示板に対向する対向表示板を製造するス
テップと、それぞれの表示板に配向物質を塗布するステップと、それぞれの表示板の配向
物質を硬化させて配向膜を形成するステップと、前記二枚の表示板のうちの一枚の表示板
にのみ紫外線を露光するステップと、液晶層の形成及び前記二枚の表示板の貼り合わせを
行うステップと、貼り合わせられた表示板に対して紫外線電界露光を行うステップと、を
含む。
【００１４】
　前記薄膜トランジスタ表示板の配向膜によるプレチルト角と、前記対向表示板の配向膜
によるプレチルト角との差分が約０．８°以上であってもよい。
【００１５】
　前記配向物質を塗布するステップにおいては、リアクティブメソゲンを含む同じ配向物
質をそれぞれの表示板に塗布してもよい。
【００１６】
　前記紫外線が露光される表示板は、対向表示板であってもよい。
【００１７】
　前記配向膜は、配向調節層及びプレチルト調節層を備えていてもよい。
【００１８】
　前記紫外線を露光するステップにおいては、約５Ｊ/ｃｍ２～約３０Ｊ/ｃｍ２の強さの
紫外線を約２０分間～約１時間露光してもよい。
【００１９】
　前記液晶表示装置の製造方法は、前記液晶層の形成及び前記二枚の表示板の貼り合わせ
を行うステップ前に、前記薄膜トランジスタ表示板と前記対向表示板を異なる温度でベー
クするステップをさらに含んでいてもよい。
【００２０】
　本発明の一側面によれば、液晶表示装置を製造する方法が提供される。前記方法は、薄
膜トランジスタ表示板及び前記薄膜トランジスタ表示板に対向する対向表示板を製造する
ステップと、それぞれの表示板に配向物質を塗布するステップと、それぞれの表示板の配
向物質を硬化させて配向膜を形成するステップであって、各表示板を異なる温度でベーク
するステップと、液晶層の形成及び前記二枚の表示板の貼り合わせを行うステップと、前
記貼り合わせられた表示板に対して紫外線電界露光を行うステップと、を含む。
【００２１】
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　前記薄膜トランジスタ表示板の配向膜によるプレチルト角と前記対向表示板の配向膜に
よるプレチルト角との差分が約０．８°以上であってもよい。
【００２２】
　前記配向物質を塗布するステップにおいては、リアクティブメソゲンを含む同じ配向物
質をそれぞれの表示板に塗布してもよい。
【００２３】
　前記配向膜を形成するステップにおいては、それぞれの表示板の配向物質に対するプレ
キュアリング温度を異ならせてもよい。
【００２４】
　前記配向膜を形成するステップにおいては、それぞれの表示板の配向物質に対するメイ
ンキュアリング温度を異ならせてもよい。
【００２５】
　前記配向膜を形成するステップにおいては、それぞれの表示板の配向物質に対するプレ
キュアリング温度及びメインキュアリング温度を異ならせてもよい。
【００２６】
　前記対向表示板に塗布された配向物質に対して、前記薄膜トランジスタ表示板に塗布さ
れた配向物質よりも低い温度でプレキュアリングを行ってもよい。
【００２７】
　前記対向表示板に塗布された配向物質に対して、前記薄膜トランジスタ表示板に塗布さ
れた配向物質よりも高い温度でメインキュアリングを行ってもよい。
【００２８】
　前記配向膜は、配向調節層及びプレチルト調節層を備えていてもよい。
【００２９】
　前記液晶表示装置の製造方法は、前記液晶層の形成及び前記二枚の表示板の貼り合わせ
を行うステップ前に、前記二枚の表示板のうちの一枚の表示板にのみ紫外線を露光するス
テップをさらに含んでいてもよい。
【発明の効果】
【００３０】
本発明の実施形態による液晶表示装置は、たとえ曲面液晶表示パネルとして実現されても
、画面にテクスチャなどの暗部が現れることを緩和したり効果的に防いだりすることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態による曲面液晶表示装置の例を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による液晶表示装置の１画素に対する等価回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による液晶表示装置の１画素の例に対する配置図である。
【図４】図２の液晶表示装置をIII- III線に沿って切り取って示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態による液晶表示装置の画素電極の基本領域を示す平面図であ
る。
【図６】曲面表示パネルで発生する上下表示板間の誤整列（ｍｉｓａｌｉｇｎｍｅｎｔ）
によるプレチルト方向の誤整列を例示する図である。
【図７】下部表示板と上部表示板との間のプレチルト角の差分による表示品質をシミュレ
ーションイメージとして示す図である。
【図８】本発明の一実施形態による液晶表示装置の製造方法のフローチャートである。
【図９】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の製造方法のフローチャートである。
【図１０】配向物質のキュアリング（ｃｕｒｉｎｇ）温度に応じて変化するプレチルト角
を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
以下、添付図面に基づき、本発明の一実施形態について本発明が属する技術分野において



(6) JP 2015-26074 A 2015.2.5

10

20

30

40

50

通常の知識を有する者が容易に実施できる程度に詳細に説明する。しかしながら、本発明
は種々の異なる形態に実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されるものではな
い。
図中、明確に表現するために、層、膜、板、領域等の厚さを拡大して示す。明細書全般に
亘って同じ参照番号が付されている部分は、同じ構成要素であることを意味する。層、膜
、領域、基板などの要素が他の要素の「上に」あるとしたとき、これは、他の部分の「直
上に」ある場合だけではなく、これらの間に他の要素がある場合も含む。反対に、ある部
分が他の部分の「真上に」あるとしたときには、これらの間に他の要素がないことを意味
する。ここで用いられる用語は特定の実施形態を説明するためのものに過ぎず、制限する
ためのものとして意図されていない。
【００３３】
　以下、添付図面に基づき、本発明の実施形態による液晶表示装置について詳細に説明す
る。
図２は、本発明の実施形態による液晶表示装置の１画素に対する等価回路図である。図２
に基づき、本発明の実施形態による液晶表示装置の信号線及び画素の配置とその駆動方法
について説明する。
【００３４】
　液晶表示装置の１画素ＰＸは、ゲート信号を伝達するゲート線ＧＬと、データ信号を伝
達するデータ線ＤＬ及び分圧基準電圧を伝達する分圧基準電圧線ＲＬを有する複数の信号
線と、これらの信号線に接続されている第１、第２及び第３スイッチング素子Ｑａ、Ｑｂ
、Ｑｃ、第１及び第２液晶キャパシタＣｌｃａ、Ｃｌｃｂと、を備えていてもよい。
【００３５】
　第１及び第２スイッチング素子Ｑａ、Ｑｂはそれぞれゲート線ＧＬ及びデータ線ＤＬに
接続されており、第３スイッチング素子Ｑｃは第２スイッチング素子Ｑｂの出力端子及び
分圧基準電圧線ＲＬに接続されている。第１スイッチング素子Ｑａ及び第２スイッチング
素子Ｑｂは薄膜トランジスタなどの三端子素子であり、制御端子はゲート線ＧＬに接続さ
れており、入力端子はデータ線ＤＬに接続されている。第１スイッチング素子Ｑａの出力
端子は第１液晶キャパシタＣｌｃａに接続されており、第２スイッチング素子Ｑｂの出力
端子は第２液晶キャパシタＣｌｃｂ及び第３スイッチング素子Ｑｃの入力端子に接続され
ている。第３スイッチング素子Ｑｃもまた、薄膜トランジスタなどの三端子素子であり、
制御端子はゲート線ＧＬに接続されており、入力端子は第２液晶キャパシタＣｌｃｂに接
続されており、出力端子は分圧基準電圧線ＲＬに接続されている。
【００３６】
　ゲート線ＧＬにゲートオン信号が印加されれば、ここに接続された第１スイッチング素
子Ｑａ、第２スイッチング素子Ｑｂ及び第３スイッチング素子Ｑｃがターンオンされる。
その結果、データ線ＤＬに印加されたデータ電圧がターンオンされた第１スイッチング素
子Ｑａ及び第２スイッチング素子Ｑｂを介して第１副画素電極ＰＥａ及び第２副画素電極
ＰＥｂに印加される。第１副画素電極ＰＥａ及び第２副画素電極ＰＥｂに印加されたデー
タ電圧は互いに同じであるため第１液晶キャパシタＣｌｃａ及び第２液晶キャパシタＣｌ
ｃｂは共通電圧とデータ電圧との差分に見合う分だけ同じ値に充電されるが、これと同時
に、第２液晶キャパシタＣｌｃｂに充電された電圧はターンオンされた第３スイッチング
素子Ｑｃを介して分圧される。したがって、第２液晶キャパシタＣｌｃｂに充電された電
圧は共通電圧と分圧基準電圧との差分により低くなる。
【００３７】
　第１液晶キャパシタＣｌｃａに充電された電圧と第２液晶キャパシタＣｌｃｂに充電さ
れた電圧が異なることにより、第１副画素及び第２副画素における液晶分子の傾斜角が異
なり、これにより、二つの副画素の輝度が異なる。第１液晶キャパシタＣｌｃａの電圧と
第２液晶キャパシタＣｌｃｂの電圧を適切に調節すれば、側面から眺める映像を正面から
眺める映像に最大限に近づけることができ、これは、側面視認性の向上を意味する。
【００３８】
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　図示の実施形態においては、第１液晶キャパシタＣｌｃａに充電された電圧と第２液晶
キャパシタＣｌｃｂに充電された電圧を異ならせるために、第２液晶キャパシタＣｌｃｂ
と分圧基準電圧線ＲＬに接続された第３スイッチング素子Ｑｃを備えるが、実施形態によ
り異なるように構成してもよい。例えば、第２液晶キャパシタＣｌｃｂを減圧（ｓｔｅｐ
-ｄｏｗｎ）キャパシタに接続してもよい。具体的に、減圧ゲート線に接続された第１端
子と、第２液晶キャパシタＣｌｃｂに接続された第２端子及び減圧キャパシタに接続され
た第３端子を有する第３スイッチング素子を備えて、第２液晶キャパシタＣｌｃｂに充電
された電荷量の一部を減圧キャパシタに充電して、第１液晶キャパシタＣｌｃａと第２液
晶キャパシタＣｌｃｂとの間の充電電圧を異ならせて設定してもよい。あるいは、第１液
晶キャパシタＣｌｃａと第２液晶キャパシタＣｌｃｂがそれぞれ異なるデータ線に接続さ
れて、異なるデータ電圧が印加されることにより、第１液晶キャパシタＣｌｃａと第２液
晶キャパシタＣｌｃｂとの間の充電電圧を異ならせて設定してもよい。
図３から図５に基づき、図２に示す実施形態による液晶表示装置の構造について説明する
。図３は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の１画素の例に対する配置図であり、
図４は、図２の液晶表示装置をIII-III線に沿って切り取って示す断面図であり、図５は
、本発明の一実施形態による液晶表示装置の画素電極の基本領域を示す平面図である。
【００３９】
　まず、図３及び図４を参照すると、この実施形態による液晶表示装置は、相対向する下
部表示板１００及び上部表示板２００と、これらの表示板１００、２００の間に挟持され
ている液晶層３と、表示板１００、２００の外面に取り付けられている一対の偏光子（図
示せず）と、を備える。
【００４０】
　まず、下部表示板１００について説明する。
【００４１】
　透明ガラス製またはプラスチック製の絶縁基板１１０の上にゲート線１２１と分圧基準
電圧線１３１を有するゲート導電体が形成されている。ゲート線１２１は、第１ゲート電
極１２４ａと、第２ゲート電極１２４ｂと、第３ゲート電極１２４ｃ及び他の層または外
部駆動回路との接続のための広い端部（図示せず）を備える。分圧基準電圧線１３１は、
第１維持電極１３５、１３６及び基準電極１３７を備える。分圧基準電圧線１３１に接続
されてはいないが、第２副画素電極１９１ｂと重なり合う第２維持電極１３８、１３９も
配設される。
【００４２】
　ゲート線１２１及び分圧基準電圧線１３１の上にはゲート絶縁膜１４０が形成されてお
り、ゲート絶縁膜１４０の上には第１半導体１５４ａと、第２半導体１５４ｂ及び第３半
導体１５４ｃが形成されている。半導体１５４ａ、１５４ｂ、１５４ｃの上には、複数の
抵抗性接触部材１６３ａ、１６５ａ、１６３ｂ、１６５ｂ、１６３ｃ、１６５ｃが形成さ
れている。
【００４３】
　抵抗性接触部材１６３ａ、１６５ａ、１６３ｂ、１６５ｂ、１６３ｃ、１６５ｃ及びゲ
ート絶縁膜１４０の上には、第１ソース電極１７３ａ及び第２ソース電極１７３ｂを有す
る複数のデータ線１７１と、第１ドレイン電極１７５ａと、第２ドレイン電極１７５ｂと
、第３ソース電極１７３ｃ及び第３ドレイン電極１７５ｃを有するデータ導電体が形成さ
れている。データ導電体と、その下に配設される半導体及び抵抗性接触部材は一枚のマス
クを用いて同時に形成してもよい。データ線１７１は、他の層または外部駆動回路との接
続のための広い端部（図示せず）を備える。
【００４４】
　第１ゲート電極１２４ａと、第１ソース電極１７３ａ及び第１ドレイン電極１７５ａは
第１島状半導体１５４ａとともに一つの第１薄膜トランジスタＱａをなし、薄膜トランジ
スタのチャンネルは第１ソース電極１７３ａと第１ドレイン電極１７５ａとの間の半導体
１５４ａに形成される。これと同様に、第２ゲート電極１２４ｂと、第２ソース電極１７
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３ｂ及び第２ドレイン電極１７５ｂは第２島状半導体１５４ｂとともに一つの第２薄膜ト
ランジスタＱｂをなし、チャンネルは第２ソース電極１７３ｂと第２ドレイン電極１７５
ｂとの間の半導体１５４ｂに形成される。第３ゲート電極１２４ｃと、第３ソース電極１
７３ｃ及び第３ドレイン電極１７５ｃは第３島状半導体１５４ｃとともに一つの第３薄膜
トランジスタＱｃをなし、チャンネルは第３ソース電極１７３ｃと第３ドレイン電極１７
５ｃとの間の半導体１５４ｃに形成される。第２ドレイン電極１７５ｂは第３ソース電極
１７３ｃに接続されており、広く拡張された拡張部１７７を有する。
【００４５】
　データ導電体１７１、１７３ｃ、１７５ａ、１７５ｂ、１７５ｃ及び露出された半導体
１５４ａ、１５４ｂ、１５４ｃ部分の上には第１保護膜１８０ｐが形成されている。第１
保護膜１８０ｐは、窒化ケイ素または酸化ケイ素などの無機絶縁膜を含んでいてもよい。
第１保護膜１８０ｐは、カラーフィルタ２３０の顔料が露出された半導体１５４ａ、１５
４ｂ、１５４ｃの部分に流入することを防ぐことができる。
【００４６】
　第１保護膜１８０ｐの上にはカラーフィルタ２３０が形成されている。例示的な実施形
態において、カラーフィルタ２３０は、隣り合う二本のデータ線に沿って縦方向に伸びて
いる。
【００４７】
　カラーフィルタ２３０の上には第２保護膜１８０ｑが形成されている。第２保護膜１８
０ｑは、窒化ケイ素または酸化ケイ素などの無機絶縁膜を含んでいてもよい。第２保護膜
１８０ｑは、カラーフィルタ２３０が浮き上がることを効果的に防ぎ、カラーフィルタ２
３０から流入する溶剤（ｓｏｌｖｅｎｔ）などの有機物による液晶層３の汚染を抑えて画
面駆動時に招かれる残像などの不良を効果的に防ぐ。
【００４８】
　第１保護膜１８０ｐ及び第２保護膜１８０ｑには、第１ドレイン電極１７５ａ及び第２
ドレイン電極１７５ｂを露出させる第１接触孔（ｃｏｎｔａｃｔ ｈｏｌｅ）１８５ａ及
び第２接触孔１８５ｂが形成されている。第１保護膜１８０ｐ及び第２保護膜１８０ｑ、
並びにゲート絶縁膜１４０には基準電極１３７の一部と第３ドレイン電極１７５ｃの一部
を露出させる第３接触孔１８５ｃが形成されており、第３接触孔１８５ｃは接続部材１９
５が覆っている。接続部材１９５は、第３接触孔１８５ｃを介して露出されている基準電
極１３７と第３ドレイン電極１７５ｃを電気的に接続する。
【００４９】
　第２保護膜１８０ｑの上には、複数の画素電極１９１が形成されている。各画素電極１
９１はゲート線１２１を挟んで互いに分離されて、ゲート線１２１を中心に列方向に隣り
合う第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを備える。画素電極１９１は、イ
ンジウム錫酸化物（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）などの透明な導電性物質
から作製されてもよく、アルミニウム、銀、クロムまたはその合金などの反射性金属から
作製されてもよい。
【００５０】
　第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂはそれぞれ図５に示す基本電極また
はその変形を一つ以上備えている。
【００５１】
　第１副画素電極１９１ａ及び第２副画素電極１９１ｂは、第１接触孔１８５ａ及び第２
接触孔１８５ｂを介してそれぞれ第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５
ｂと物理的、電気的に接続されており、第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極
１７５ｂからデータ電圧が印加される。第２ドレイン電極１７５ｂに印加されたデータ電
圧のうちの一部は第３ソース電極１７３ｃを介して分圧されて、第１副画素電極１９１ａ
に印加される電圧の大きさは第２副画素電極１９１ｂに印加される電圧の大きさよりも大
きくなる。
【００５２】
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　データ電圧が印加された第１副画素電極１９１ａ及び第２副画素電極１９１ｂは、後述
する上部表示板２００の共通電極２７０と共に電界を生成することにより、二つの電極１
９１、２７０の間の液晶層３の液晶分子の方向を決定する。このようにして決定された液
晶分子の方向に応じて液晶層３を通過する光の輝度が変わる。
【００５３】
　画素電極１９１の上には下部配向膜１１が形成されている。下部配向膜１１は、配向調
節層１１ａ及びプレチルト調節層１１ｂを備える。
【００５４】
　配向調節層１１ａは、垂直配向物質を含むポリマーを含有する。配向調節層１１ａは、
二無水物系モノマー（ｍｏｎｏｍｅｒ）、例えば、脂肪族環化酸無水物（ａｌｉｃｙｃｌ
ｉｃ ｄｉａｎｈｙｄｒｉｄｅ）系モノマー、ジアミン系モノマー、例えば、芳香族ジア
ミン（ａｒｏｍａｔｉｃ ｄｉａｍｉｎｅ）系モノマー及び脂肪族環置換の芳香族ジアミ
ン（ａｌｉｐｈａｔｉｃ ｒｉｎｇ ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｅｄ ａｒｏｍａｔｉｃ ｄｉａｍ
ｉｎｅ）系モノマー、及び架橋剤（ｃｒｏｓｓｌｉｎｋｅｒ）である芳香族エポキシド（
ａｒｏｍａｔｉｃ ｅｐｏｘｉｄｅ）系モノマーを含むポリマーであってもよい。配向調
節層１１ａは、ポリマー系の物質、例えば、ポリイミド（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ）、ポリア
ミック酸（ｐｏｌｙａｍｉｃ ａｃｉｄ）、ポリシロキサン（ｐｏｌｙｓｉｌｏｘａｎｅ
）、ナイロン（ｎｙｌｏｎ）、ＰＶＡ（ｐｏｌｙｖｉｎｙｌａｌｃｏｈｏｌ）、ＰＶＣな
どの物質のうちの少なくとも一種を含んでいてもよい。
【００５５】
　プレチルト調節層１１ｂは、垂直配向物質とリアクティブメソゲン（ＲＭ）を含むモノ
マーが化学的に結合されている化合物（ｃｏｍｐｏｕｎｄ）であるポリマーを含有する。
プレチルト調節層１１ｂをなすポリマーは、二無水物系モノマー、例えば、脂肪族環化酸
無水物（ａｌｉｃｙｃｌｉｃ ｄｉａｎｈｙｄｒｉｄｅ）系モノマー、及びジアミン系モ
ノマー、例えば、光反応性ジアミン系モノマー、アルキル化芳香族ジアミン（ａｌｋｙｌ
ａｔｅｄ ａｒｏｍａｔｉｃ ｄｉａｍｉｎｅ）系モノマー及び芳香族ジアミン（ａｒｏｍ
ａｔｉｃ ｄｉａｍｉｎｅ）系モノマーを含んでいてもよい。
【００５６】
　前記ポリマーの光反応性ジアミン系モノマーは、リアクティブメソゲンを含むモノマー
であり、下部配向膜１１のプレチルト調節層１１ｂのプレチルト方向を決定する役割を果
たす。配向調節層１１ａのポリマーとプレチルト調節層１１ｂのリアクティブメソゲンを
含むポリマーは、互いに化学的に結合されていてもよい。
リアクティブメソゲンは、紫外線（ＵＶ）などの光により光硬化されてプレチルトを一方
向に限定する物質である。リアクティブメソゲンの例として、下記式で表わされる化合物
が挙げられる:
Ｐ１-Ａ１-（Ｚ１-Ａ２）ｎ-Ｐ２、
ここで、Ｐ１及びＰ２は、アクリレート（ａｃｒｙｌａｔｅ）、メタクリレート（ｍｅｔ
ｈａｃｒｙｌａｔｅ）、ビニル（ｖｉｎｙｌ）、ビニルオキシ（ｖｉｎｙｌｏｘｙ）及び
エポキシ基（ｅｐｏｘｙ ｇｒｏｕｐｓ）よりなる群からそれぞれ独立に選択され、Ａ１
及びＡ２は、１、４-フェニレン（ｐｈｅｎｙｌｅｎｅ）とナフタレン（ｎａｐｈｔｈａ
ｌｅｎｅ）-２、６-ジイル（ｄｉｙｌ）基よりなる群からそれぞれ独立に選択され、Ｚ１
は、ＣＯＯ-、ＯＣＯ-及び単一結合のうちの一つであり、ｎは、０、１及び２のうちの一
つである。
【００５７】
　より具体的に、以下の式のうちの一つで表わされる化合物が挙げられる:
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【００５８】
　ここで、Ｐ１及びＰ２は、例えば、アクリレート、メタクリレート、ビニル、ビニルオ
キシ及びエポキシ基よりなる群からそれぞれ独立に選択される。
【００５９】
　以下、上部表示板２００について説明する。
【００６０】
　絶縁基板２１０の上に遮光部材２２０が形成されている。遮光部材２２０はブラックマ
トリックス（ＢＭ）とも呼ばれ、光漏れを効果的に防ぐ。遮光部材２２０は画素電極１９
１と対向し、画素電極１９１とほとんど同じ形状を有する複数の開口部（図示せず）を有
している。遮光部材２２０は、画素電極１９１の間の光もれを防ぐ。遮光部材２２０は、
ゲート線１２１及びデータ線１７１に対応する部分と、薄膜トランジスタに対応する部分
とを備えていてもよい。実施形態によっては、このような遮光部材２２０が下部表示板１
００にのみ形成されてもよく、上部及び下部表示板１００、２００の両方に形成されても
よい。
【００６１】
　遮光部材の上には、オーバーコート（ｏｖｅｒｃｏａｔ）２５０が形成されている。オ
ーバーコート２５０は有機絶縁物から製作されてもよく、平坦面を提供する。実施形態に
よってはオーバーコート２５０は省略されてもよい。
【００６２】
　オーバーコート２５０の上には共通電極２７０が形成されている。共通電極２７０は、
ＩＴＯ、ＩＺＯなどの透明な導電体から形成されてもよい。
【００６３】
　共通電極２７０の上には上部配向膜２１が形成されている。下部配向膜１１と同様に、
上部配向膜２１は、配向調節層２１ａ及びプレチルト調節層２１ｂを備える。配向調節層
２１ａ及びプレチルト調節層２１ｂの細部構成及びこれらの間の関係は、下部配向膜１１
についての説明が同様に適用される。上部配向膜２１は、下部配向膜１１と同じ物質から
形成されてもよい。上部及び下部配向膜１１、２１が、例えば、異なる物質から形成され
る場合、残像などの多くの問題点を招く虞がある。しかしながら、たとえ上部配向膜２１
と下部配向膜１１が互いに同じ物質から形成されても、上部配向膜２１の配向調節層２１
ａと下部配向膜１１の配向調節層１１ａが提供するプレチルト角が異なるように形成され
ている。
【００６４】
　液晶層３は複数の液晶分子３１を含み、液晶分子３１は二つの電界生成電極１９１、２
７０に電圧が印加されていない状態で、二枚の基板１１０、２１０の表面に対して垂直を
なすように配向され、画素電極１９１の切欠パターンの長手方向と同じ方向に傾いたプレ
チルトを有するように配向されている。液晶分子３１は、下部配向膜１１及び上部配向膜
２１内の垂直配向物質により垂直配向され、液晶分子３１のプレチルトは、下部配向膜１
１のプレチルト調節層１１ｂと上部配向膜２１のプレチルト調節層２１ｂにより調節され
る。
【００６５】
　液晶分子３１のプレチルト角は、下部配向膜１１のプレチルト調節層１１ｂによる下部
表示板側のプレチルト角と、上部配向膜２１のプレチルト調節層２１ｂによる上部表示板
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側のプレチルト角とに分けられ、これらの間には差分が存在する。このような差分は約０
．８°以上であってもよく、上部表示板側のプレチルト角が下部表示板側のプレチルト角
よりも小さくてもよい。
【００６６】
　図５に基づき、画素電極１９１の基本電極について説明する。
【００６７】
　図５に示すように、基本電極は全体的に矩形状を呈し、横幹部１９３及びこれと直交す
る縦幹部１９２からなる十字状幹部を備える。また、基本電極は、横幹部１９３と縦幹部
１９２により第１副領域Ｄａと、第２副領域Ｄｂと、第３副領域Ｄｃ及び第４副領域Ｄｄ
に分けられ、第１乃至第４副領域Ｄａ、Ｄｂ、Ｄｃ、Ｄｄは、複数の第１微枝部１９４ａ
と、複数の第２微枝部１９４ｂと、複数の第３微枝部１９４ｃ及び複数の第４微枝部１９
４ｄを個別的に備える。
【００６８】
　第１微枝部１９４ａは、横幹部１９３または縦幹部１９２から左斜め上向きに伸びてお
り、第２微枝部１９４ｂは、横幹部１９３または縦幹部１９２から右斜め上向きに伸びて
いる。第３微枝部１９４ｃは、横幹部１９３または縦幹部１９２から左斜め下向きに伸び
ており、第４微枝部１９４ｄは、横幹部１９３または縦幹部１９２から右斜め下向きに伸
びている。
【００６９】
　第１乃至第４微枝部１９４ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄは、ゲート線１２１ａ、
１２１ｂまたは横幹部１９３と約４５°または約１３５°の角度をなす。また、第１乃至
第４副領域Ｄａ、Ｄｂ、Ｄｃ、Ｄｄのうち隣り合う二つの副領域の微枝部１９４ａ、１９
４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄは互いに直交してもよい。
【００７０】
　微枝部１９４ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄの幅は約２．５μｍ～約５．０μｍで
あってもよく、ある副領域Ｄａ、Ｄｂ、Ｄｃ、Ｄｄ内において隣り合う微枝部１９４ａ、
１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄの間の間隔は約２．５μｍ～約５．０μｍであってもよい
。
【００７１】
　本発明の他の実施形態によれば、微枝部１９４ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄの幅
は、横幹部１９３または縦幹部１９２に近くなるにつれて広くなり、一つの微枝部１９４
ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄにおける最広幅部と最狭幅部との差分は約０．２μｍ
～約１．５μｍであってもよい。
【００７２】
　第１副画素電極１９１ａ及び第２副画素電極１９１ｂは、第１接触孔１８５ａ及び第２
接触孔１８５ｂを介してそれぞれ第１ドレイン電極１７５ａまたは第２ドレイン電極１７
５ｂに接続されており、第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂからデ
ータ電圧が印加される。このとき、第１乃至第４微枝部１９４ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、
１９４ｄの辺は、電界をわい曲して液晶分子３１の傾斜方向を決定する水平成分を作り出
す。電界の水平成分は、第１乃至第４微枝部１９４ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄの
辺に略水平である。したがって、図５に示すように、液晶分子３１は微枝部１９４ａ、１
９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄの長手方向に平行な方向に傾く。１画素電極１９１は微枝部
１９４ａ、１９４ｂ、１９４ｃ、１９４ｄの長手方向が異なる４つの副領域Ｄａ-Ｄｄを
備えるため、液晶分子３１が傾く方向は略４方向となり、液晶分子３１の配向方向が異な
る４つのドメインが液晶層３に形成される。このように液晶分子が傾く方向を多様化させ
れば、液晶表示装置の基準視野角が大きくなる。
以下、曲面液晶表示装置において発生する表示品質の低下について、図６と結び付けて説
明する。図６は、曲面表示パネルで発生する上下表示板間の誤整列（ｍｉｓａｌｉｇｎｍ
ｅｎｔ）によるプレチルト方向の誤整列を例示する図である。
【００７３】
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　図４及び図５を交差して参照すれば、液晶層３の液晶分子３１は、電界が印加されてい
ない状態で、画素電極１９１の切欠パターンの長手方向と同じ方向に傾いたプレチルトを
有するように配向されており、液晶分子３１のこのようなプレチルトのために、下部及び
上部表示板１００、２００の配向膜１１、２１にそれぞれ形成されたプレチルト調節層１
１ｂ、２１ｂは画素電極１９１の切欠パターンと同じ方向に傾いた先傾斜を有する。
【００７４】
　プレチルト調節層１１ｂ、２１ｂのプレチルトは、下部表示板１００と上部表示板２０
０の相対向する個所に同じ方向に形成され、これは、図６の左図のように整列された状態
で表わされる。ところが、曲面表示パネルを形成するために表示パネルを撓ませると、下
部表示板と上部表示板との間の整列がずれてしまい、その結果、図６の右図の点線矩形状
の部分のように、下部表示板１００のプレチルト調節層１１ｂのプレチルト方向と上部表
示板２００のプレチルト調節層２１ｂのプレチルト方向とがずれる領域が発生する。この
ような領域では液晶分子３１が傾く方向に問題が発生して、画面にテクスチャが発生する
。本発明により、下部プレチルト調節層１１ｂによるプレチルト角と上部プレチルト調節
層２１ｂによるプレチルト角とを異ならせて形成する場合、画面に対するテクスチャの発
生を緩和させたり効果的に防いだりすることができる。
【００７５】
　図７は、下部表示板と上部表示板との間のプレチルト角の差分による表示品質をシミュ
レーションイメージとして示す図である。
【００７６】
　図７の上側ラインにある５組の画素は４Ｖの電圧が印加される場合であり、下側ライン
にある５組の画素は８Ｖの電圧が印加される場合である。各ラインの一対の画素において
、左側は上部表示板側のプレチルト方向と下部表示板側のプレチルト方向が整列された状
態であり、右側はこれらが約３０μｍ誤整列された状態である。下部表示板側のプレチル
ト角を１°（図７中のBottom 1）に固定した状態で上部表示板側のプレチルト角を１°か
ら０°（図７中のtop 1、０．８、０．５、０．２、０）まで次第に減少させていきなが
ら、表示状態をシミュレーションした。
【００７７】
　全ての上下側ラインにおいて、上部表示板側のプレチルト角を減少させていくにつれて
テクスチャの発生が次第に弱くなり、プレチルト角が０．２°になればテクスチャの発生
がほとんど現れず、プレチルト角が０°になればテクスチャが完全に無くなることが分か
る。曲面表示パネルにおける同じシミュレーションの結果を透過率と輝度変化量に対して
下記表１に示す。
【００７８】
【表１】
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　表１において、δは、下部表示板側のプレチルト角と上部表示板側のプレチルト角との
間の差分を示し、透過率シミュレーションは、吸光単位（ａ．ｕ．）で測定された。表１
に示されているように、下部表示板側のプレチルト角と上部表示板側のプレチルト角が両
方とも１°である条件で整列がずれれば輝度が約９％ほど減少する。これらのプレチルト
角の差分が０．８°以上になれば整列がずれても輝度偏差が約１．２％以下のレベルまで
減少され、約１°になれば整列がずれても輝度偏差がゼロとなる。
【００７９】
　以下、図８から図１０に基づき、下部表示板側のプレチルト角と上部表示板側のプレチ
ルト角との間に差分が出るように配向膜を形成する実施形態について説明する。
【００８０】
　図８は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の製造方法のフローチャートである。
【００８１】
　図８に示されているように、まず、下部表示板と上部表示板を製造する（Ｓ１）。ここ
で、下部表示板を製造することは、下部配向膜を除く薄膜トランジスタ表示板を製造する
ことを意味する。例えば、下部表示板は、絶縁基板の上に、図２から図５と結び付けて上
述したように配置されているゲート導電体と、データ導電体と、薄膜トランジスタと、カ
ラーフィルタと、画素電極などを形成することにより製造される。上部表示板を製造する
ことは、薄膜トランジスタ表示板の対向基板として、上部配向膜を除く対向基板を製造す
ることを意味する。例えば、上部表示板は、絶縁基板の上に、遮光部材、共通電極などを
形成することにより製造される。実施形態により、前記遮光部材は下部表示板にのみ形成
されてもよく、上部及び下部表示板の両方に形成されてもよい。
【００８２】
　次いで、このようにして製造された下部表示板と上部表示板にリアクティブメソゲン（
ＲＭ）を含む配向物質を塗布する（Ｓ２）。配向物質の塗布は、インクジェットプリント
、ロールプリントなどの方法により行われてもよい。下部表示板と上部表示板に塗布され
る配向物質は、互いに同じであることが好ましい。配向物質の例は、配向膜と関連して上
述した通りである。
【００８３】
　次いで、各表示板に塗布された配向物質をキュアリング（ｃｕｒｉｎｇ）して配向調節
層及びプレチルト調節層を備える配向膜を形成する（Ｓ３）。配向物質のキュアリングは
、低温におけるプレキュアリング（ｐｒｅ-ｃｕｒｉｎｇ）と高温におけるメインキュア
リング（ｍａｉｎ-ｃｕｒｉｎｇ）を含んでいてもよい。
【００８４】
　プレキュアリングは、例えば、約７０℃～約１００℃で加熱することであり、これによ
り配向物質の溶媒が気化され、配向物質内の混合物が相分離される。相分離は、配向物質
内の成分の極性差により起こるが、相対的に大きな極性を有する物質は電極の周辺に移動
し、相対的に小さな極性を有する物質はその上に移動する。
【００８５】
　メインキュアリングは、例えば、約２００℃～約２５０℃で加熱することであり、下部
に相対的に大きな極性を有する物質、例えば、配向調節層をなすポリマー層が配置され、
上部に相対的に小さな極性を有する物質、例えば、プレチルト調節層をなすポリマー層が
配置される配向膜を積層する。上述したように、プレチルト調節層をなすポリマーは、リ
アクティブメソゲンを含むモノマーが他のモノマーと結合されているポリマーである。
【００８６】
　次いで、上部表示板にのみ紫外線（ＵＶ）を露光する（Ｓ４）。これにより、上部表示
板に形成された配向膜のリアクティブメソゲンの一部または全部がプレチルトが形成され
ていない状態で光硬化される。したがって、上部表示板の配向膜には、今後のＵＶ電界の
露光時に液晶分子と同じ方向に配列されてプレチルトをなす光硬化されていないリアクテ
ィブメソゲンの量が減る。前記紫外線露光は、例えば、約５Ｊ/ｃｍ２～約３０Ｊ/ｃｍ２
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の強さで約２０分間～約１時間行っても良いが、これに制限されるものではない。発明の
実施形態によっては、紫外線露光が上部表示板でなく、下部表示板にのみ行われてもよい
。
【００８７】
　次いで、液晶層の形成及び二枚の表示板の貼り合わせを行う（Ｓ５）。液晶層の形成と
二枚の表示板の貼り合わせは、前者が後者よりも先に行われてもよく、後で行われてもよ
い。すなわち、ある一枚の表示板にインクジェットプリントなどの方法により液晶を滴下
した後に他の表示板を貼着してもよく、二枚の表示板を貼り合わせた後に二枚の表示板の
間の注入口を介して液晶を注入してもよい。
【００８８】
　次いで、貼り合わせられた表示板に対して紫外線電界露光を行う（Ｓ６）。ここで、紫
外線電界露光は、通常の技術者によく知られているように、液晶に電界を印加して液晶分
子が所望の方向と角度にプレチルトを有するように配向を変更し、リアクティブメソゲン
を含む化合物が液晶分子と同じ方向に配列された状態で紫外線を照射することを意味する
。液晶分子と同じ方向に配列されたリアクティブメソゲンを含む化合物に紫外線が照射さ
れれば、リアクティブメソゲンが光硬化される。したがって、プレチルト調節層のリアク
ティブメソゲンを含む化合物は、周りの液晶分子と同じ方向に配列された状態で硬化され
る。
【００８９】
　しかしながら、上部表示板は前記ステップ（Ｓ４）において既にＵＶに露光されて、上
部表示板のリアクティブメソゲンの少なくとも一部が光硬化されたため、表示板の貼り合
わせ後に紫外線電界露光を行っても液晶分子と同じ方向に配列されて光硬化されるべきリ
アクティブメソゲンが下部表示板に比べて少ないかあるいはほとんど存在しないことがあ
る。したがって、上部表示板のプレチルト調節層によるプレチルトが下部表示板のプレチ
ルト調節層によるプレチルトよりも小さくなって、上部表示板と下部表示板との間にプレ
チルト角の差分を持たせることができる。
【００９０】
　図９は、本発明の他の実施形態による液晶表示装置の製造方法のフローチャートであり
、図１０は、配向物質のキュアリング温度に応じて変化するプレチルト角を示すグラフで
ある。
【００９１】
　図９の実施形態は図８の実施形態とほとんど同様であるが、図８の実施形態と比較して
配向物質をキュアリングして配向膜を形成するステップが異なり、上部表示板にのみ紫外
線を露光するステップを含んでいない。
【００９２】
　具体的に、まず、下部表示板と上部表示板を製造し（Ｓ１）、下部表示板と上部表示板
にリアクティブメソゲンを含む配向物質を塗布する（Ｓ２）。
【００９３】
　次いで、各表示板のベーク（ｂａｋｉｎｇ）温度を異ならせて各表示板に塗布された配
向物質をキュアリングして配向調節層とプレチルト調節層を備える配向膜を形成する（Ｓ
３）。塗布された配向物質には、配向物質のキュアリングのためのベーク温度に応じて今
後の紫外線電界露光の際にプレチルトをなすのに関与するリアクティブメソゲンの残余量
が異なってくる。したがって、異なる温度条件でベークされた表示板の間に形成された液
晶層の液晶分子は、各表示板側のプレチルト角が異なるように配列されてもよい。前記各
表示板に対するベーク温度の差は、各表示板の配向物質に対するプレキュアリング温度の
差及び／又はメインキュアリング温度の差を意味する。
【００９４】
　理論的に限定されるものではないが、プレキュアリング温度が比較的に高い場合、リア
クティブメソゲンの相分離がさらに活発に行われ、メインキュアリング温度が比較的に高
い場合、熱反応によりリアクティブメソゲンが分解（ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）され
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ることがある。前者の場合、プレチルトに関与するリアクティブメソゲンの量が増加する
ことを意味し、後者にはその逆の場合を意味する。
【００９５】
　図１０のグラフを参照すれば、プレキュアリング温度とメインキュアリング温度を異な
らせながら配向膜を形成した後に同じ条件でＵＶ電界露光を行った場合における液晶分子
のプレチルト角を示す。グラフ中、横軸はキュアリング温度（Ｍ:メインキュアリング温
度、Ｐ:プレキュアリング温度）を示し、縦軸はプレチルト角（但し、ここでは、垂直軸
に表示された値は基板の水平面を基準として傾いた角度である）を示す。したがって、プ
レチルト角は、９０°からグラフに表示された数値を差し引いた値に等しい。グラフ中、
ボックス及びボックスの上及び下につないだ垂直線は四分位数（ｑｕａｒｔｉｌｅｓ）を
示す。ボックスの下側線、中間線及び上側線はそれぞれデータ組の第１、第２及び第３四
分位数を示す。ボックスの上または下に表示された値は、データの中央値である第２四分
位数を示す。ボックスの上及び下につないだ垂直線の終点はそれぞれデータセットの最大
値及び最低値を示す。
【００９６】
　プレキュアリング温度が相対的に高く、且つ、メインキュアリング温度が相対的に低い
場合（例えば、横軸の左側から第２番目のデータ）、プレチルト角が最も大きいことが分
かる。同じ温度でプレキュアリングを行っても他の温度でメインキュアリングを行えば、
メインキュアリング温度が低い場合にプレチルト角が大きい。これと同様に、同じ温度で
メインキュアリングを行っても他の温度でプレキュアリングを行えば、プレキュアリング
温度が高い場合にプレチルト角が大きい。このように、各表示板のベーク温度を異ならせ
て配向膜を形成することにより、今後の液晶分子の各表示板側のプレチルト角を異ならせ
て設定することができる。
【００９７】
　次いで、液晶層の形成及び二枚の表示板の貼り合わせを行う（Ｓ４）。液晶層は、表示
板の貼り合わせ前の液晶の滴下により、または、表示板の貼り合わせ後の液晶の注入によ
り形成されてもよい。
【００９８】
　次いで、貼り合わせられた表示板に対して紫外線電界露光を行って（Ｓ５）、配向膜の
リアクティブメソゲンを含む化合物が液晶分子と同じ方向に配列された状態でリアクティ
ブメソゲンを光硬化させる。上述したように、ベーク温度差により各表示板側の配向膜に
おいて紫外線電界露光により液晶分子が配列された方向に光硬化されるリアクティブメソ
ゲンの量が異なるため、下部表示板と上部表示板側のプレチルト角が異なるように形成さ
れる。
【００９９】
　前記図８の実施形態と図９の実施形態は併合されて行われてもよい。例えば、各表示板
のベーク温度を異ならせて配向膜を形成した後、二枚の表示板の貼り合わせ前（または、
場合によっては、液晶層の形成前）にある一枚の表示板にのみ紫外線を照射してもよい。
以上、本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに何
ら限定されるものではなく、下記の特許請求の範囲において定義している本発明の基本概
念を用いた当業者の種々の変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【０１００】
１００:下部表示板
２００:上部表示板
１１０、２１０:基板
１９１:画素電極
３:液晶層
３１:液晶分子
１１:下部配向膜
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２１:上部配向膜
１１ａ、２１ａ:配向調節層
１１ｂ、２１ｂ:プレチルト調節層
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